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【目的】A病院救命救急センターでは、構造上、看護師を救急外来担当（以下外来）・病棟担当(以下

病棟)の２チーム制を取っている。昨年度、チーム間の協力体制を構築したが円滑な協力体制には至っ

ていない。そのため、各チームにアンケートを実施し円滑な協力体制について検討する。

【方法】４段階アンケートを単純集計し自由記載は内容の共通性に従いカテゴリーへ集約した。

【倫理的配慮】所属大学の倫理委員会の承認を得て実施した。

【結果】アンケート回収率は97%（n=34）であった。全体の看護師経験年数は平均9.0年、部署経験年

数は3.7年、病棟のみの看護師経験年数：8.5年、部署経験年数：2.5年であった。病棟担当へのアン

ケート項目では「応援に行くことが不安だ」「何をして良いかわからない」「物品の位置がわからな

い」「患者対応は難しい」「働けるようになりたい」の平均が3.0以上であった。自由記載から８つの

カテゴリーが抽出された。

【考察】病棟担当は部署経験年数が低く、外来での実践経験が少なく物品の位置を把握できず応援時

に不安があると言える。また外来は重症で複雑だというイメージが強く、急な応援要請で不慣れな環

境での看護実践は不安を増強させていると考える。《救急外来での流れ》《物品の位置》《処置の準

備・介助》《外回り》で、外来は応援要請時に実践ニーズが高いが、病棟が不安を抱いていた。《記

録》《救急外来の状況を確認する》には今後の連携強化の可能性が示唆された。また病棟担当は外来

での流れをイメージができず，さらに不安を助長させていると言える。外来も多忙時に細かな説明が

できないというジレンマを抱いているが病棟の外来実践に対し前向きな意見もあり，平時から共に実

践することで不安の軽減し、円滑な教育体制構築への一助となると考える。

【結論】アンケート結果から1.病棟担当は様々な要因に不安を抱いていることがわかった。2.外来担当

から日中の外来見学や学習会が必要だという意見があった。
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